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東京都内の感染症流行情報

麻しんの最新情報 第16週（～4月24日）までの受理週別報告数推移

出典：東京都感染症情報センター｢麻しんの流行状況（東京都 2026年）｣
「感染症ひとくち情報」

近年、東京都の麻しんは2019年に大きな流行があり
124人の報告がありました。

昨年はそれに次ぐ34人でしたが、今年は4月末時点で
211人の報告があり、すでに昨年1年間の合計を上回
るペースで推移しています。

感染経路としては海外渡航歴のある方だけではなく、
国内で感染したと推定される事例も増加しています。

墨田区内でも患者の発生が報告されています。

日本国内の感染症流行情報 出典： 国立健康危機管理研究機構感染症情報提供サイト

麻しんの最新情報 第16週（～4月24日）までの累積報告数の推移

麻しんの最新情報 第16週（～4月24日）までの年齢群別累積報告数割合

・2020～2022年のコロナ禍は入国制限に
より海外輸入例が激減しましたが、2023
年以降は増加が見られています。

・東京都をはじめとする関東近郊だけでは
なく、全国各地で患者の発生が報告されて
います。

・渡航予定がある方は、渡航先で流行して
いる感染症や体調不良時に受診できる医療
機関を事前に確認しておきましょう。

患者の年齢層は10～30代の若年世代で多くなって
おり、学校や職場での集団感染も発生しています。

墨田区HP
「子どものMRワクチンについて」

墨田区HP
「麻しんについて」



麻しん調査・健康観察にご協力ください

・調査の際にワクチン接種歴、罹患歴を伺います。母子手帳など記録されたものをご準備いただいて
おくとスムーズです。

感染すると約10日後に発熱や咳、鼻水、目の充血といった風邪の
ような症状が現れ2～3日熱が続いた後、39度以上の高熱と発しん
が出現します。

・医療機関を受診する場合には、事前に「麻し
んを疑う症状が出ている」ことを電話で伝え
たうえで受診方法などの相談をし、可能な限
り公共交通機関を利用せず受診してください。

・麻しん患者の接触者で保健所による健康観察
期間中の方は、あらかじめ保健所から案内さ
れている内容に沿った対応をお願いします。

出典：東京都感染症情報センター
「感染症ひとくち情報」

ひきふね図書館でHIV・性感染症の展示をしています

調査ってどんなことを聞かれるの？

6月1日から6月7日は「HIV検査普及週間」です。墨田区ではHIV・性感染症予防の普及啓発のため、5月22
日～6月17日までひきふね図書館のプロジェクトコーナーにて展示を行っています。

麻しんかもしれない!?と思ったら…

渡航後や旅行後に麻しんを疑う症状があったら？

墨田区では、月1回HIV・梅毒の匿名・無料検査を実施しています。
詳細は下記のホームページをご確認ください。

☚ 墨田区HP

「梅毒について」

墨田区HP ☛
「HIV・梅毒
抗体検査」

厚生労働省の通知に基づき、麻しんが疑われた場合には、保健所による調査が行われ
ます。保健所から連絡がきた場合には、調査・健康観察等にご協力をお願いします。
ご協力いただくことで、早期発見・治療につながるほか、必要時緊急接種の対象にな
る場合もあります。

麻しんを疑う症状って？

麻しんは、麻しんウイルスによる急性ウイルス感染症です。感染から発症までに7～21日(平均10～12日)
であるため、渡航後や旅行後帰宅してからに麻しんを疑う症状が現れる可能性があります。

・麻しんは、感染から発症まで7～21日（平均10～12日）であり、
発症する1日前から解熱後3日を経過するまでは人にうつす感染力
があります。

・麻しん陽性者と接触があった場合には、日々の体調を保健所で確
認させていただきます。ご協力のほどよろしくお願いいたします。

発熱 発疹 咳 目の充血鼻水

麻しんは感染力が非常に強いウイルス疾患であり、医療機関
の待合室で他の患者に感染させる可能性があるため、受診の
際には事前連絡が重要です。
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